
成長に向けての取組み　② 令和5年度の成果成長に向けての取組み　② 令和5年度の成果成長に向けての取組み　① ビジョン成長に向けての取組み　① ビジョン

６５

成
長
に
向
け
て
の
取
組
み

成
長
に
向
け
て
の
取
組
み



成長に向けての取組み　④ 財政の健全化成長に向けての取組み　④ 財政の健全化成長に向けての取組み　③ 市政変革成長に向けての取組み　③ 市政変革
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市政変革の目的

北九州市政変革推進プランの策定

未来を「創る改革」

　社会経済情勢が変化する中においても、北九州市が都市としての魅力を高め続け、多くの人や
企業を惹きつけていく都市として、「一歩先の価値観」を体現できる都市であり続けられるよう、
市民全体の叡智を集結して、行財政運営を再構築していきます。

　次世代への投資等を行いつつ、行財政運営のあり方を再構築する「市政変革」の取組みを進める
にあたり、市政変革の基本原則、見直しの視点、目標値、具体的な取組項目等を定めた計画を策定し
ました。

予算事務事業の棚卸し
　各局等において、全ての予算事務事業（約3,000事業（令和5年度））を総点検し、市民ニーズ
や社会経済情勢の変化等の6つの視点を踏まえた見直しを実施しました。

　市政変革の取組みは、もっぱら「削る改革」ではなく、未来を「創る改革」です。
　「変革」とは、行財政運営のカタチを変えることで、将来に向けて都市の総合力を高めることを目
指すものです。
　そのために、これまで続けられてきた資源配分のあり方を見直し、新たな時代の要請に応えるも
のとしていきます。

　各局区による改革案磨き上げの場

改革案の磨き上げに繋がる
報告・議論テーマを設定

各局区の主体的な
改革案の報告・討議

公開会議の開催、
資料・会議議事録の公表

　各施設において「利用者目線」で点検・評価を実施し、公共施設の最適化に向けて検討を行います。
　最適化にあたっては、民間のノウハウを活用しながら施設の建替えや複合化、運営改善等を行い、
新たな価値の創出を目指します。

　外郭団体を「管理団体」から、市の政策の一翼を担う「公民連携の重要なパートナー」として再定義し、
各団体の持つポテンシャルを生かしながら、より良い市民サービスの提供を目指します。

　公共施設における利用者目線での点検・改善の取組みとして、区役所
及び文化施設での施設点検及び利用者ヒアリングと改善に向けた取組
みを実施します。

市政変革とは

令和5年度取組み

令和6年度からの取組み

X会議
変革の本質に迫る
テーマ設定

・公共施設マネジメント
【主な検討項目】

・持続可能な公民連携体制

・利用者目線での公共施設改善プロジェクト

各局区が主役の議論 見える化の徹底

未来のために、今、ととのえよう。

市政変革

企業誘致
人材確保

投資 経済成長

投資に循環

成長の果実

「安らぐまち」 医療、介護、子育て、防災、防犯

文化、芸術、スポーツ、地域づくり「彩りあるまち」

「財政の模様替え」

「稼げるまち」

財政改善

政策の実行

市 市民外郭団体

利用者目線で
施設を
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利便性・魅力・質の向上

建 替 え

他施設（公・民）との複合化

存 続 （運営改善）

民 間 譲 渡
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より良い
サービスの提供

外郭団体の持つ「ポテンシャル」

民間事業者適切な競争関係

・専門能力の蓄積
・地元人材の活躍の場づくり
・政策立案の支援機能
・市職員の成長の場
・直営機能の代行機能

など
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